














An Examination of Stepwise Specialization of Morphological
Analysis Dictionary “UniDic” for Ecient Word Annotation on
“Corpus of Historical Japanese”
–The Case of Chikamatsu Corpus–















短単位 (伝康晴ほか 2007,近藤泰弘 2015) での形態論情報（e.g., 品詞，活用，発音，語種…）
がアノテーションされていることがある．この形態論情報の人手アノテーション効率化のた










現状において，辞書は文献 (鴻野知暁ほか 2014)に基づき，各時代ごとに 1～2個（文語，口語）



































表 1 本稿で使用した CHJ洒落本の概要：全 17作品．作品詳細は 5.1節を参照．
地の文/会話文 地域 総文数 総短単位数 総文字数
地の文 江戸 4,255 29,983 50,348上方 2,384 19,525 32,451
計 6,639 49,508 82,799
　会話文 江戸 4,282 47,738 79,985上方 2,523 31,109 51,929
計 6,805 78,847 131,914










97の F1値を達成しているが，最新の文献 (市村太郎ほか 2016)の報告でも洒落本については，
未だに語彙素認定のレベルで F1値 90台に止まっている(4)．文献 (小木曽智信ほか 2013)にお
いては，語彙素認定で F1値 95を達成するためには最低でも 5 万短単位が必要と言われてい
る．しかし表 1を見ればわかる通り，CHJ洒落本はすでにその要件を満たしている．

























































表 2 本稿で使用した CHJ近松の概要．
文数 総短単位数 総文字数
地の文 729 11,055 17,991
会話文 1,317 18,520 29,404
計 2,046 29,575 47,395



















の番号 vii), viii)は，図 1および，実験結果の表と対応している．
vii): 前節 iii)の辞書に CHJ近松の地の文だけ使って追加学習した辞書
viii): 前節 vi)の辞書に CHJ近松の会話文だけ使って追加学習した辞書
5. 洒落本解析用辞書から近松解析用辞書までの段階的特殊化の性能評価実験
5.1 実験設定































地の文/会話文 学習用コーパス 総文数 総短単位数 総文字数
地の文
江戸（CHJ洒落本） 3,830 27,016 45,412
上方（CHJ洒落本） 2,146 17,373 28,811
江戸 +上方（CHJ洒落本） 5,976 44,389 74,223
CHJ近松 657 9,994 16,274
会話文
江戸（CHJ洒落本） 3,854 43,312 72,501
上方（CHJ洒落本） 2,271 27,799 46,462
江戸 +上方（CHJ洒落本） 6,125 71,111 118,963
CHJ近松 1,186 16,632 26,404
表 4 評価用コーパスの内訳．
地の文/会話文 評価用コーパス 総文数 総短単位数 総文字数
地の文
江戸（CHJ洒落本） 425 2,967 4,936
上方（CHJ洒落本） 238 2,157 3,640
江戸 +上方（CHJ洒落本） 663 5,119 8,576
CHJ近松 72 1,061 1,717
会話文
江戸（CHJ洒落本） 428 4,426 7,484
上方（CHJ洒落本） 252 3,310 5,467
江戸 +上方（CHJ洒落本） 680 7,736 12,951








解析用辞書のエントリはすべての辞書で共通とし，文献 (鴻野知暁ほか 2014) の時代情




た CRFの正規化項のハイパーパラメータ C (=2)も，全学習において共通にデフォルトの 1.0
に設定した．MeCabの学習時に使用する設定ファイルは文献 (市村太郎ほか 2016)と同じもの
を使用している．
評価は文献 (小木曽智信ほか 2013,小木曽智信ほか 2014)と同じく，境界認定，品詞認定，語
彙素認定，発音認定の 4段階で F1値を評価する．日本語の自動形態素解析における F1値の計






評価用コーパス 辞書 学習用コーパス 境界認定 品詞認定 語彙素認定 発音認定（地の文）
江戸 +上方
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 97.19 91.93 90.11 89.43
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 96.88 91.38 89.45 88.70
iii) 追加学習：→上方（地の文） 97.09 91.45 89.58 88.83
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 96.88 89.70 87.99 87.15
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 95.85 77.18 75.00 74.35
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 95.51 76.50 74.43 73.73
vii) 追加学習：→上方（会話文） 95.91 74.99 72.39 71.73
viii) 追加学習：→上方（会話文）→ CHJ近松（会話文） 95.81 74.76 73.02 72.42
江戸
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 97.23 92.00 90.48 89.91
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 97.10 91.94 90.42 89.75
iii) 追加学習：→上方（地の文） 96.90 90.99 89.27 88.67
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 96.91 89.75 88.30 87.59
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 95.48 77.17 74.95 74.38
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 95.28 76.79 74.60 73.96
vii) 追加学習：→上方（会話文） 95.60 74.35 71.43 70.79
viii) 追加学習：→上方（会話文）→ CHJ近松（会話文） 95.50 73.97 72.28 71.77
上方
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 97.14 91.83 89.60 88.76
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 96.58 90.62 88.10 87.26
iii) 追加学習：→上方（地の文） 97.35 92.09 90.00 89.06
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 96.83 89.62 87.57 86.55
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 96.37 77.20 75.06 74.31
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 95.83 76.10 74.19 73.40
vii) 追加学習：→上方（会話文） 96.35 75.87 73.73 73.03
viii) 追加学習：→上方（会話文）→ CHJ近松（会話文） 96.23 75.86 74.05 73.30
CHJ近松
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 96.59 89.59 86.85 85.34
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 96.45 88.97 85.85 84.52
iii) 追加学習：→上方（地の文） 96.03 89.12 86.09 84.58
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 96.60 91.30 89.60 88.28
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 97.25 76.99 74.24 72.92
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 97.02 76.31 73.29 71.87
vii) 追加学習：→上方（会話文） 96.60 76.86 74.03 72.52














評価用コーパス 辞書 学習用コーパス 境界認定 品詞認定 語彙素認定 発音認定（会話文）
江戸 +上方
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 92.65 70.90 69.35 68.78
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 91.72 69.65 68.05 67.45
iii) 追加学習：→上方（地の文） 92.56 70.27 68.89 68.34
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 92.73 70.64 69.18 68.61
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 97.64 92.67 91.69 91.08
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 97.33 91.93 90.93 90.30
vii) 追加学習：→上方（会話文） 97.36 90.98 89.92 89.29
viii) 追加学習：→上方（会話文）→ CHJ近松（会話文） 96.64 88.48 87.16 86.52
江戸
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 92.31 70.28 68.87 68.37
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 91.78 69.66 68.21 67.71
iii) 追加学習：→上方（地の文） 92.15 69.37 68.10 67.60
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 92.53 70.03 68.76 68.31
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 97.75 92.95 92.25 91.73
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 97.41 92.94 92.17 91.70
vii) 追加学習：→上方（会話文） 97.34 89.95 89.07 88.53
viii) 追加学習：→上方（会話文）→ CHJ近松（会話文） 96.51 87.63 86.57 86.09
上方
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 93.10 71.73 70.00 69.33
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 91.65 69.64 67.84 67.11
iii) 追加学習：→上方（地の文） 93.10 71.48 69.96 69.32
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 92.99 71.47 69.74 69.01
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 97.48 92.30 90.94 90.22
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 97.22 90.58 89.28 88.44
vii) 追加学習：→上方（会話文） 97.39 92.35 91.06 90.30
viii) 追加学習：→上方（会話文）→ CHJ近松（会話文） 96.82 89.61 87.95 87.08
CHJ近松
i) 江戸（地の文）+上方（地の文） 95.12 76.06 72.51 71.39
ii) 追加学習：→江戸（地の文） 94.42 75.08 71.63 70.67
iii) 追加学習：→上方（地の文） 94.57 75.60 72.16 70.99
iv) 追加学習：→上方（地の文）→ CHJ近松（地の文） 95.68 77.50 75.06 73.95
v) 江戸（会話文）+上方（会話文） 95.13 87.56 85.07 83.32
vi) 追加学習：→江戸（会話文） 95.05 86.95 84.36 82.61
vii) 追加学習：→上方（会話文） 95.55 87.45 84.75 83.22

















iii), vii)）に，会話文の境界認定を除いて，江戸 +上方で学習した場合（辞書 i), v)）よりも精
度の向上が見られた．これに対し，評価用コーパス:江戸になると，江戸 +上方で学習した場
合（辞書 i), v) ）の方が，江戸を追加学習した場合（辞書 ii), vi) ）よりも精度が高くなった．
これはそもそも，今回の学習用コーパスのサイズが江戸の方に偏っていたことに加え，江戸の
洒落本においても上方を真似して発話している箇所がいくつも存在しているためだと考えられ
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